
現場発！ 教職員一丸の学校づくりを実現する新発想！

「学校経営マンダラート」で創る
新しいカリキュラム・マネジメント

高知県本山町立嶺北中学校長
大谷俊彦／著

B5判・定価（本体 2,000 円＋税）　送料300円　＊送料は 2019 年 1月時点の料金です。

カリマネ、資質・能力育成、チーム学校。新課程の諸課題に答えます！
◆「学校経営マンダラート」とは
　アイデア発想法としてデザイン界で開発された「マンダラート」。ロサンゼルス・エンゼルスの大谷翔平選手が花巻東高時代に、自
らの目標達成シートとして活用したことが大きな話題となっています。「学校経営マンダラート」は、これをカリキュラム・マネジメ
ントに応用した独創的な「カリマネ」手法です。わかりやすく取り組みやすい、そしてチームとしての学校を機能させる新発想です。

◆どのように役立つ？
　「学校経営マンダラート」の作成法、活用法、ＰＤＣＡの手法などを詳細に解説。これに基づいて著者が校長として取り組んだ本山
町立嶺北中学校の実践や成果を紹介。実践的・効果的な学校経営の手法を提案し、学校現場を強力にサポートします！

［推薦のことば］

驚きの発想！学校カリマネの有効なツール。［村川雅弘・甲南女子大学教授］
カリマネを理解し実践するのに最適の一冊！［田村知子・大阪教育大学教授］
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「学校経営マンダラート」で創る  新しいカリキュラム・マネジメント
B5判・定価(本体2,000円+税)送料300円　コード　5108473-00-000　学校経営マンダラート

（2019.1）

※送料は2019年1月時点の料金です。

ISBN978─4─324─10563─4　コード 5108473─00─000　学校経営マンダラート

◆「学校経営マンダラート」
　中央に学校教育目標を、その周囲に目標達
成のための重点項目を置き、各重点項目を達

成するための具体的な取組を周囲の 9マス×

8に整理します。全ての教育活動が学校教育

目標と紐づきながら取り組まれる有機的な学

校経営が実現できます。

◆目次◆
刊行に寄せて

嶺北スピリット　嶺北オリジナル　嶺北プライド　  村川雅弘
豊富なアイデア、確かな実践　　　　　　 　　　　田村知子

第1章　これから求められる学校経営と
新しいカリキュラム・マネジメント

１　「カリキュラム・マネジメント」の一丁目一番地は
「学校教育目標」にあり／２　「目的」「目標」「方針」
をきちんと使い分けられているのか／３　「目標」はシ
ンプルでコンパクトに！ 覚えられないような目標はア
ウト！／４　魅力的で独創性のあるキャッチ・コピー
を考えよう／５　「ゴール」からの「逆向き設計」で、
PDCA を考える

第2章　「学校経営マンダラート」の内容と活用

１　「マンダラート」の意義と目的／２　「マンダラー
ト」の作り方／３　「マンダラート」の使い方／　４　

「マンダラート」研修の方法／５　みんなで考え、みん
なで創る「マンダラート」／６　「マンダラート」の応
用【新学習指導要領編】／７　マンダラートの評価

第3章　「学校経営マンダラート」からみる
嶺北中学校の実践

１　新しい学習指導要領のキーワードから求められる学
校像を探る／２　「学校教育目標」は、「社会人基礎力」
の育成／３　「チームとしての学校」を意識して、校内
研修組織を考える／４　「学力向上」へのカリキュラム・
マネジメント／５　「表現力育成」へのカリキュラム・

マネジメント／６　「学級」のカリキュラム・マネジメ
ント／７　部活動での「マンダラート」の活用／８　経
営戦略としての学校関係者評価の活用／９　スタートカ
リキュラムとしての「コミュニケーションキャンプ」
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